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娘 市 買い 上 け 誠 に あり が と うこ ざい まし た 。 
ゲラ ザー 機 パリ エ の 素晴らし い 機 能 と その 正しい 使い を ご 理解 いた だ くだ た め に 、 ま ず こ の 説明 
革 を よく ご 覧 下 き いま す よ うお 願い 由 し 上 ば げ ま す 。 
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この 説明 材 に は 講習 整理 券 が 8 枚 ( う ち 2 枚 は 教室 専用 講習 整理 券 ) つい て いま す 。 次 の 蔵 準 に より 、 

販売 し た 店 が 責任 を も っ て 講習 を 行い ます の で ご 利用 下さ い 。 

①⑬ 愛 議 され た 場合 の 整理 に 使用 し ます の で 、 ご 寺 名 の うえ 、1 枚 づつ 切 取 っ て 教室 へ お 渡し 下さ い 。 

② 教室 で 講習 を 受け られ る 場合 は 8 回 の 講習 が 受け られ ます 。 

③ 出張 講習 を 受け られ る 場合 は 、1 回 に つき 講習 整理 券 を 3 枚 お 渡し 下さ い 。 出 張 講習 は 2 回 で 終了 
し ます が 、 あ と の 2 枚 (教室 専用 講習 整理 券 ) は 教室 で お 使い 下さ い 。 

④) 教室 専用 講習 整理 券 は 、 都 合 の よい 日 に 最寄り の 教 宣 で 自由 に ご 利用 下さ い 。 


編 機 講習 整理 券 に よる 講習 基準 


この 講習 基準 は 、 教 室 、 出 天 講 習 と も 、 講 習 時 間 は 1 還 2 一 3 時 間 を 基準 と し て いま す 。 

出 東 議 習 に よる 2 、I 時 間 に 滑 約 が あり ます の で 、 こ の 説明 書 を よく ご 理 角 い た だ き 、 
書生 の 説明 に 従っ て 事前 準備 と 、 了 予習 、 復 習 を お 願い いた し ます 。 ま た 、 出 天 講 暫 が 終了 いた し まし た 
ら 、 最 答 り の 教室 を ご 利用 いた だ き 、 綱 機 を ご 使用 下さ いま す よ う 重 ね て お 願い 申し 上 げ ま す 。 
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| リー ダー の 取扱 い カ 

3. 大 本 操作 の 練習 
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. 六 ゲージ の 取り 
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5. 細 ゲー ジ の 反り 廊 


6. 各 種 模 様 の 絹 み 方 
7. 貞 図 の 決定 
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8. 作 中 を 編む 際 備 と 作 向 考 順 ※ 出張 講 習 の 場合 は 、 編 機 の 使い 方 説明 の み で 終 
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大 で す ・ カー ド を 巻く とき に 使い 
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江 ら し 目 ・ 増 し 目 な ど を 
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シー ト を 正しく 入れ る 役目 を し ます . 


60 稀 の 細 ゲ ー ジ の 長き を セッ ト し ます 。 


A は セン チ ・B は ミリ メー トル を 記憶 し ます . 
キャ リ ジ の 作動 を ニッ トリ ー ダ ー に 


つた える 投 目 を し まず 。 
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付け る と き に 使い ます 。 
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(3) ツン ミ 


を HH 方 仙 へ 提 上 、 


(4) 部 品 条 から 取付 金 上 2 個 を 取り 出し L、 テ チー 
デル に 還 定 し ます . 


(5) キャ リ ジ 由 メ 倫 を 外し ます 。 
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デキ デュ ーー キー デー ンー キー キー ニー キー デニ ーー キビ ーッ ビ ーー や ーー エー モニ ーー テモ ーー で ニョ ーー ビー チョー ビッ エー テモ ーー ュー テー エニ テー で ミー ここ こも で キー で ーー デー 


人 剛昌 


HLHIWRIIHMRIAMIE 


※ 。 ケー スズ と 李 体 の 格納 状態 を 示し ます 。 


め 爪 の 内 側 に 和 を 通し 、 水 取調 字 皿 に は さ み ま 
す 。 


ダイ ヤル を に 合わ せ て お きま す 。 


用 


に ) 


ミゾ 板 に は 、A、B、D、 到 の 各位 置 の 刻印 
が あり ます 。 
各位 置 は 編針 の 状態 を 表わし て いま す 。 
A 位 置 … キ ャ リ ジ を 操作 し て も 編 め ませ ん 。 ⑥ 前 糸 案 内 に 紗 を 通し ます 。 
B 位置 … 汐 通 こ の 位置 で 使用 し ます 。 
D 位置 … 模 様 編 の 場合 の 選 釘 位置 で す 。 
E 位 汗 … 引 返し 編 に 使う 位置 で す 。 


前 浴 案 内 


楽 取 パ ネ 


@ ホ 取 バネ に 通し ます 。 


(②) 系 取 装 置 に 細 糸 を 通し て 、 糸 カケ に 休め て 


選 全 切替 ツマ ミ 
お きま す 。 旨 目 ダイ ヤル (7 ) 0 0 


(1) 1 写真 の よう に 系 状 
静 (別売 ) で 巻き ます 。 


夫 後 長 案 内 の の 、@ 部 分 に 外側 か ら 図 の よう に スレ ッ ド レバ ー( ひ ら あ み ) カム ポタ ン ( ひ ら あ み ) 
通し ます 。 % (3) キャ リ ジ を 写真 の よう に セッ ト し ます 。 


(4) た 30 一 向 30 の 間 の 編 針 60 日 を B 位 置 に 出 L 


ます 寺 り の 給 針 は 上 位置 に 戻し て お さき ます . 


(8) 準 ロ レバ ー を 天 還 方向 に 押し て 、 地 水 州 の 
率 11 に 細 欠 を 通し ます 、 


座 中 レバ ーー を 記し ます 。 


。 


| 引 主 目 
リ 
『 


し] 
KUUU UINNJULLaN 


(5) キャ リ ジ を エー 2 回 左右 に 動か し 上 し 、 ミ ゾ 概 


の イイ 端 に 折 き ます 。 


(9) 系 端 を 指 で つま みな が らら 、 キ ャ リ ジ を ゆー 
くり か りら た だ 中 ま で 動か し ます 。 


紳 誠 が が 綿 | 入 に か か りり ます. 


人 


準 端 を は きむ 


1 本 か [ける 
(6) 細山 と を 夫 か けが 手前 に な 
る よう に 持ち 、 画 端 の レバ 


を 手前 に 回 し ます 。 


0 。 細 出 と 画 端 の レバ ー を 二 打 (て ( 天 印 ) に まわ 
し 、 細 出 シ を 前 か に 引き 下げ 、 端 共和 を 綱 出 シ 


の カギ に 1 本 だ けけ か け ま ます. 


すす 7 


生 Ta 


4 EE ) 


ID 


1 日 ダイ ヤル を 5 に 合わ せま す 。 キ ャ リ ジ 
ォ ナ イロ (に 動 か し ます と 平 細か 駐 め ます 。 


(7) た 右 革 一 番 喘 の クシ バ に か ンク シ リ 


(すま ます. 」 ルル 


夫 ニ ッ ト リ ー ダ ー の 取り 付け 方 


る よう に ジー ト の 上 
(4 2 つの 取付 金 を 矢印 の 方 向 に 引っ ぱり 、 ニ ニ 【 底 定 が 講 い て かない 記 ) か らら 人 挫 き 、 シ ー ト が 


過 軸 M 調 1 間 hn 由 
" : 高 : 個 守 1 1 
M 池 アー - 1 im iP it 6 で 
中 ae と KR 間 UI TH DL 1 有 
Pi ョ け 末 1 人 凍 人 織 還 P 吊 四 DJ 1 im cgiU LU 8 纏 9 
人 剛 は LM 導 WM 上 還 ' ・ 5 ド 
- 下 財 間 ュ 1 HE 
過 韻 POM oi 還 トミ 
時 lt" を 8 0 3 
1 Th 半 
kW 。 ・ 
. 。 9 昌 学 上 所 相 
由 村 トロ 
ド ココ 。 4 と ーー 上 = 電 症 
ゥ ッ ト リ ー ク グー か ら は ずん ます 。 イド に 入れ ます 。 
本 電 
an 旨 Na 間 Hi 
] 人 剛 還 用 川 上 リ 1 『 ド 人 呈 間 
e 4 昌 M 間 MI 人 店 生出 
凍 人 MIU ISA UE i まり 
「 P 6 LR M MnMMuiwHNwitte M 
6 ( 軸 Hi ' 1 ah p ! ュ 
W か 1 6 も 3 [ TL 1 ョ k 本 。 
『 5 3 6 1 有 1 上 HI 
1 M 了 1 4 1 1 1 Pi ト NT 6 1 E 」 hr 


に 入れ 、 シ ジー ト の 庄 側 の 究 を 送り 歯 に 谷 わ せ 
て 送り ダイ ヤル を 2 一 3 投 回 し ます 。 


欠 


間 TH 


ッ >" 


⑦・ 石 半 に ある シー ト ボ タン を 押し た まま 、 シ 
ー ト を 上 下 に 動か し て 傾き を 直し ます 。 

硬い 

デリ カ (KH 一 110) に この ニッ トリ ー ダ ー を 


ダー を 本 機 の 後 側 の リー ダー 取 
付 金 に 送 し 込み ます 。 


(3) 


人 ①) 抜 いて 
(⑫⑳ 吉 側 の 容 
に 尊し 込 
み ま す 。 


(4) シー ト ガ イド を 矢印 方 向 へ 押し て ニッ トリ 
ー ダ ー に 取り 付け ます 。 


※ 別 売 の KH 一 110 用 取付 合 と 取付 金 を ご 使 
用 下さ きい 。 


夫 ニ ッ ト リ ー ダ ー の 取り 外し 方 


9 0 1 夫 
上 1 
寺 


と 取 守 金 
ーー 


(5) 取付 金 2 個 を 矢印 の 方 向 に 押し 込み 、 は ず 
し まず 。 


(1) クラ ッ チ を いっ ぱい に 押し て 上 げ て か ら 、 
シー ト を 手 で 引き 上 げ て は ず し ます 。 


人 IP 


(6) 収 付 金 を 逆 向 き に し て 汰 し 込み ます 。 


叶 ーー 5 
っ は 出 に 
1S ー に に 4 F 
「 My FU 弄 
山 天 Ye r- ・ 
FU 間 


3) シー ト と 編 目 スケ ー ル を シー ト ケ ー ス に し 
まい ます 。 


(7) シー ト ガイ ド を 取付 部 を 上 に し て リー ダー 
ケー ス の 中 央 に 置き 、 そ の 上 に ニッ トリ ー ダ 
ーー を 上 向き に 置き 、 き ら に その 上 に シー ト ケ 


ー ス を の せ て ファ スナ ー を と じ ま す 。 


人 


イレ ニテ) 


a 放 高 較 ii hk MT 「 放 RCI 押 間 、 
ee し YY っ 笠 本 EE Ni ja ・ 
ー- HU YiTT ト の  」 出 h。 ・ 
間 T H Lu 呈 隊 情 9 
M Ha ョ 』 WW hr rm に ・ 
Y | 本 け 衝 たか 
。 上 ML 調 旧 : 1 DU 中 の 0 al 0 7 


MMMMNMIMMHIHIIIIHIHIHIIIIIIIIHO 
W 人 中 を 希望 の 大 きき に み 上 げ る た め に は 、 
作品 を 軸 む 氷 で 試し 綱 地 を 編ん で 、 綱 日 の 大 
きき を 知る 必要 が あり ます 。 ニ ッ ト リ ー ダ ー 

で は 日 数 40 日 、 段 数 60 彼 の 長き を 計り 、 そ の 
民 き を 綱 ゲ ダ ゲージ と し ます 。 


ミキ に キサ た キキ の トブ コト テキ の ニュ キー 


編 ゲー ジ の 作り 方 


1) * 阪 の 宙 中 (0 を 申 心 に し て 、 だ 大 30 の 
弥 | 半 を 出し ます . 


で エエ 


(2) 7ー8 ペー ジ に 従っ て 綱 み 出し 、4 一 6 彼 
細 ん で キャ リ ジ の 作動 レポー を ドド げ ま すま す 。 


] ] 


(8) シー ト を ニッ トリ ーー ダー に 疾 し 込み 、 て (9 べべ 
-ー ジ 参照 ) 送り ダイ ヤル を 回 し て シー ト 圧 端 
の ) [ 編 始 め ] 線 を フレ ー ム 線 に 合わ せま す 。 


クラ タッ チ 5・8.10.12.14.16.8.20 則 | 


デ ^ 


ゲー ジッ ツマ ミ (A) 


(4) クラ ッ チ を いっ ぱい に 押し 、 デ ゲー ジ ツ マミ 
〈A) を 20、⑧) を 0 に 合わ せま す 。 


(5) シー ト 庄 端 の 【 別 糸 で 2 段 旨 む 」 線 と フレ 
- ム 線 が 合う 所 まで 峠 み ま す . 


1 OH 半 TTYR 「 朋 軸 
1 ニー ニー ニャ ョ け | 


(6) 地 未 日 の 綱 率 和 を は ず L、 、 ソ 板 の 刺 に み カバ ナ 
て 休め 、 別 糸 (区 別 を つけ る ため 人 色 の 邊 っ た 
ポ ] み - 地 圭 *11E に 骨 ! Ep 撤 罰 み ま す 。 


入 編 ケ ー ジ の 計り 方 
W) 滑 まれ た 細 地 は 、 栖 に 伸び て いま す の で 次 
の 2 上 トリ に し まり 。 


ES 


ーーー ーー ニー ニー ニー ニー 


を を 
(1) 綱 地 を タテ に 2 (2) 峰 く 直 で た だ た だく よ 


す 。 し 


7) 地 系 日 の 別 糸 を 綱 氷 に か ええ 、 ジ シー ト だ 端 の 


[左右 21 目 に 別 茶 を か ける ] まで み ます 。 


ME 
中 計 7 


uM 


は 
ド リ 4 W uu 
」 軸 商い 基 m *。 に 電 | 
Py LE 和則 * 
卓 PL lk 
ここ ここ に ht. 
トト 和 よ 
h 有 本 he KT * 生 
PT 1 
ママ さこ 和信 ささ 
トト トト た 語 
kcFFkL 


(8) 記 右 1 本 日 の 編針 を 符 1 本 - デ っ E 位置 に 出 
し 短 か く 切っ た か た 別 償 を 佳 の フッ ク に にかけ 


て B 位 直 に も ど し ま す . 


ニー デー ニテ キア デー ニー キア デュ ニー デー ニー キア デア ーー テキ アー ニー デキ デー ニー キー ニテ キー デー ニテ キア デー ニー キア デー ニテ ャ デー ニー キア デー ニ テキ デー ニテ キア ンー ニー キア ニニ デキ アー ニーー デ て ニー キア て ニー テー アー ニー キー て チュー て ニテ キャ で ニテ ュー で て ニ ォ アー て ニテ ュー て ニナ を で ナー で デキ ンマ 
ャ ーー 
i 
に 


了 っ 本 OSCOOCTTWRT N 
| 。 男 
| | 
| MM 」 
| 
の ポト で 胡 凍 し 


9) シート 左端 の 【[ 別 で 2 段 編 む 」 まで 細 み 、 
地 氷 日 か ら 連 系 を は ず すし で て ミゾ ブ 板 の 端 に 休め 、 


川 系 で 2 役 細 みみ ます 内 


(4) 幼 地 が 沙 ち わ 弟 きま し た ら 、 連 地 の 表 を 上 に 


し て 机 の 上 に 赴き 、 投 数 (タチ 方 向 …: 列 和 の 


内 人 60 役 ) の に さき が 何 セン チ 何 ミリ ある か を 


ぃ 帝 地 の 中 央 付近 で 計り まま 
四 ぁ 


ューーーーー キーーーーーーーーー… 


また 、 昌 数 (な 右 21 日 の 共 じ る し の 内 側 か 
ら 内 側 ま まで ) が 何 セ モン チ 価 まり ある か 人 を 計り 
ます 。 
[注意 ] 絢 、 呆 、 合 織 な どの 共 は 水 を 通し 


幅 里 疫 可 きせ て か ら 放 放っ て 下 き い 。 


| 
00 地 系 曲 の 別 糸 を 縮 に か えて 、 シ ジー ト 左端 
の ) 【 編 終り ] 線 ま で 帝 みみ ます 。 
⑨ 組 氷 を 終曲 か ら は ず し て キャ リ ジ を 動か し ま 
す と 、 綱 地 が は ずれ ます 。 


ーー 
em 


負 絹 ゲ ー ジ の セッ ト 方 法 
クタ ッ チ ーー mem ーrrereer 
“ 認 We 用 


0 BRO 
ダー ジッ マ ミ の アク 多 


BUGEI 


(1) 細 ゲ デー ジ を 計っ た と き 、 例 ぇ 


長き が 13 セ ンチ 5 ミリ りあ っ た と し ます 。 
クラ ッ チ を いっ ぱい に 押し て 上 上げ 
ツマ ミ ⑳ を 目盛 13 に 合わ せ 、 ゲ ー ジ ッ マ ミ ⑧ 


ろ ア ーー 


を 日 盛 5 に 合わ せま す 。 
※ ク ラッ チ は 細 み 始め る と 、 
~ す 


自動 生 に も どり ま 


ーー 
(2②) 目 数 40 日 の 長き が 13 セ ンチ 2 ミリ で あっ た 

と し ます 。 シ ー ト ケー ス に 貼っ て ある 日 ス 
見 表 よ り 、14 緑 色 」 で ある こと を 知 
り 、 シ ー ト ケー ス か ら 「14 」 の 編 昌 スケール 
を 抜き 収 り ます 。 


ケー ルル 


(3) !14」 の 編 日 スケ ー ル を 


F 132 の 数 が イト に 
な る よう に し て 、 縁 日 スケ ー ル 寺 し 込み 遇 に 
ド い っ ぱい まで し 込み ます 。 


天 製 凶 の 写し 方 


き | (| 「 〆 
上 の が 1 * * トコ 〆 


(1) 別売 の プラ ザー ホー ム ニ ッ ティ ング パターン 
を 机 に 症 き 、 そ の 上 に 表側 を 上 に し た シー ト 

を の せま す 。 
ジー ト の 中 心 線 
付 司 の ブラ ザ 


を ッ * タ ー ン の 中 心 級 に 合わ 


ーー ペン で 正しく な し ます 。 


※ シ ー ト は 迷 が 正しく 見 える ガ が 大 で す 。 
※ 細 みみ 始め 線 を シー ト の 旧記 5em の 線 に 合わ 補 
て 下 き い 。 


窪 | 前 伺っ っ た と き ペコ 民生 直上 。 いと 各 は 、 人 有 有 (に 
水 を 含ま せ て 上 か ら 軽 く ぶ ふけ 剛 術 え ます 。 


プラ ザー ホー ム ニ ッ ティ ング バタ ー ン を 符 


和 了 り そろ えて 別 才 り し て いま す の で 、 ぜ 
ひご 利用 下 き い 。 晶 寄 の ブラ ザー 収 売 店 ま 
だ は 指定 教室 で お 買い 求め 下 き い 。 


負 編 目 ス ケー ル 目 盛 の 読み 方 


牧 和 2 


(3) この 場合 は 9 上 と 読み 、9 番 日 まで の 綱 針 を 
出し て 綱 み ます 。 


(1) 送り ダイ ヤル を 回 し 、 シ ー ト 上 軸 図 の 軸 み 始 


め 緑 を 細目 ス ケー ル 上 上端 に 合わせ ます 」 


MM IE NM 邊 、 NRI 全 」 


| 
( 1 N_ ヽ 
| 1 

/ 重い NKMNN、 


〆 | 1 1 ! 
/ / 1 | 1 1 1 【 ハ 


(4) | . の ) 坦 で 『1 +( は 52 と 員 ブス ュ た 生 52 本 の 紹 針 年 山 
9 


②③ 編 日 スケ ー ル 日 盛 は 、 ミ ゾ 板 の 針 に 対応 し ま 
) 

⑨ 綱 日 スケ ー ル 日 識 の 数 は 、 ミ ゾ ソ 板 の 針 筐 ヶ 

( 縮 日 ) を 表わし ます 。 

⑨ こ の 場合 は 、 倖 線 の 部 分 が 10 の 針 の 領域 を 表 
わし ます 。 
※ 刺 図 線 が 編 四 スケ ー ル 日 中 の 領域 (斜線 部 分 ) 
より プラ ス 側 に 越え た ら 、 増 し 日 、 マ イナ ス 
側 に 上 越 えた だら 減ら し 目 を し ます 。 
製図 線 が 告 概 内 に ある 間 は 連日 を 増 移 し た り 
減ら し だ た り せ すず す 、 そ の まま 連 み 続 け ま す 。 

※( 0 一 10…… 100) 間 の - は 5 の 針 を 示し ます 。 


1) 編み 幅 が せま いと き で も 、 キ ャ リ ジ は 
透 り レバ ー を 通過 する まで 動か し て 下さ 


(2) ゲージ ツ マミ A・B は 、 必 ず ク ラッ チ 
を 押し て か ら 提 作 し て 下さ きい 。 

(3) シー ト が 送り 歯 に 食い 込ん だ 場合 は 
リダイヤル を 逆 方 向 へ 回 し て シー ト を 
は ず し て 下さ い 。 

(4 シー ト の よごれ は 、 中 性 洗剤 を 布 に 
みこ ませ て ふき と っ て 下さ きい 。 


この つこ アキ デコ デキ コキ エー トビー の で アア モー や と ので て テ の で エー アア で ミア ミーア エン で テキ アマ キア も の て キー で レト の で テキ アー ニキ デマ ニテ キ の ユニ テキ デー テキ の つこ チャ デコ ニテ ャ の ニテ ャ アー キア エト の エニ テキ アデ ュー も アニ アー アテ ョ アレ テア ャ で シテ ョ シテ や ンチ で アニー テ ュー エー ア で ニブ キー で 


(9) シン ナー、 チル ョ ヨー ル 。 ペ シ ジ ン 。 み 
ソノ リン な ど は 使わ な いよ うに 注意 し て 下 


キーー - 生 トー ピー て 


(2) この 場合 は 1 と 読み 、11 番 目 ま で の 連 針 を きい 」 
出し て 細 み ます . 6 人 
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※ ミ ゾ 板 目盛 板 の 選 針 マー ク の 範 団 (24 針 ) が 、 日 数 方 向 の 1 模様 に な り ま す 。 


※ カ ー ド は ミゾ 板 目 盛 0 を 中 心 に 、 な 生 12 本 の 人 針 に 対応 し 、 究 の あい て いる 部 分 が 選 針 きれ ます 。 
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(3) キャ リ ジ を 左 か ら 右 へ 操作 する と 、 細 針 が 
選 針 され ます (この と き パ ネル 右端 に キャ リ 


ジ の 送 行 方 向 を 示す 散 デー クタ が 出 ま す 。) 


※ カ ー ド 送り ボタ ン を 押す と 、 和 送り ツマ ミ が ト 
が り 、 回 わし や すく な り ま す 。 
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(3) カー ド を 槍 き 込み 、 付 必 の スナ ッ プ で カー (4) スト ッ プ レバ ー を < まわ る > に し ます 。 
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⑨ 横 様 綱 の 準備 が 終り まし た ら 、 み カム ボタ ン の 
タッ ク 左 右 を 手 し て 細 みみ ます 。 


⑨ 地 の 敵 針 が 尊 


に D 位 置 に 針 を 出し て か ら み ます 。 
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配色 タッ ク 編 


2 人 色 の 系 を 使い 、 地 者 の 共和 を 2 投 張 に 切替 
えな が ら 連 和む 本 様 で す 。 
彼 欄 細 の 人 準 人 が 終り まし 
の タッ ク 左 医 を 押し ます 。 
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。 系 取 装 次 に 2 本 の 糸 を 通し て お きま す 。 
。 投 接 に 綱 む 系 は 地 系 日 に 通し 他 の 系 を 糸 カ 
ケ に は さん で お きま す 。 


糸 を 切り 栓 える と き は 、 地 和 作出 の 氷 を は ず 
し 、 本 機 の 端 に か け て 休ま せ て お きま す 。 
次 に 細 む 系 を 地 系 日 に 通し て 編み ます 。 
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人 詞 > 電 本 ヒー TE 有 デ EE 
ーー 人 ーー ビ 5 ーー 6 
人 本 白 - ま っ トー LE Cg CI ず ゴ > で 生 を 了 ・ 5 M ・ 
門 デ が ま Pe 二 . 二 星 基 - 衣 し し ャ の M 
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『 っ テト 1 * 寺 』 ュ ガ ーー 、* = = 
2 人 OO の で ナド ド 
= 各 ーー テー 財 な 1 イン に の ャ 証 1 人 本 4 Pa ュ マ / ュ ィ / ュ マ アデ 
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[同時 編 込 模様 


(同時 編 込 模様 を 編む 時 は 、 必 ず 補 助 バ ネ を 使用 
し て 下さ い 。) 


配色 浴 


地 泉 


必ず 補助 パネ に | SS] 
か し け て 下さ し いい. 配色 系 は 1. 通し 3 す 。 


浴 取 開 置 の 左側 に 
交 し ます 


(1) 模様 綱 の 準備 が 終り まし た ら 、 カ ム ボ タン 


の 同時 あみ を 押し ます .。 


(②⑫) 了 色 氷 を 系 取 装 置 に 通し 、 
す -。 

※ キャ リ ジ 側 の 細 地 の 端 針 が 所 針 きれ て いな い 
と き は 、 連 和む に D 位 置 に 針 を 出 上 


み ます. 


所 率 日 に 大 れ ま 


て み カ ・ ゅ > 線 | 


準 取 庄 置 の 右 天 に 


いら 
me 


[カー ド No. 


1 棋 様 9 昌 10J 


費 1 ダ イス リル ーー 5 


に PPP 中 細 


[カー ド Noe. 5 c] 


1 和枝 欄 121124」 流 
各 上 ダイ ヤリ ル ルー…… 較 


計 1 I | 1 紳 


1 違 様 121126】 入 
綱 邊 タイ ヤル ーー 5 


Je 
ee 中 細 1 民 様 241148j 入 
引 ダイ ヤル …… 5 


[カー ド No. 9c〕 


人 旨 の 中 に 部 分 的 に 模様 を 入れ る 細 み 方 で す 
し [カード No15c] 


"の IE 1 株 24 48」 徹 
繝 日 ダイ ヤル …ー…… り 


9 中 細 | 1 棋 様 24 日 60 人 役 
綱目 ダイ ヤル ー…… 5 
※ ま カー ド 目 記 19 衣 マー タク で 、 上 配色 糸 を 切り 替え 
て 綻 ん で 下さ きい 。 
⑨| 衣 計 綱 込 ワ ン ポ イン トト 模様 の 場合 は 、D 位 置 
に 選 針 され だ 絹 針 の うち 、 ワ ウン ポ イン ト 栓 様 
に まる 場所 以外 の 編針 を 模様 板 を 使っ て B 位 
本 に 記し ます 。 
⑨ の ミソ 板 目 中 板 の 居 人 針 マ ー タ が 1 模様 で す 。 
SR 
Ne 
い 


6 1 栓 様 241148 
羊 ダイ ヤル ……… ロ 


切欠 き ” 


⑨ 還 ! 色 系 が 地 押 エ の 切欠 きか ら 、 下 側 に 通る 
の を 供 か め て から 、 キ ャ リ ジ を 操作 し ます 。 
も し は ずれ だ た とき は 、 下 側 に 通し 直し て か ら 


| し ん で 下さ きい 。 


WO 中 細 1 横 様 241158 届 


ダイ ヤル ーー… り 


[カー ド No.14c] 
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』 1 
k Em 


⑨ 1 投 柱 わ む 毎 に 、 キ ャ リ ジ 側 の 模様 の 端 針 の 1 
つつ 外側 の 細 人 針 フ ラッ ンク に 、 別 氷 和 を か け て 編針 を 
B 信 直 に 戻し ます 。 
| 系 に 少し 中 力 を 加え な が ら 編 ん で 下さ い 。 
察 別 系 は 地 氷 と 同 ド よう な 色 の 細 率 を 使い ます 。 
※ ぶ が つっ だ けり 、 ゆ る ん だ り し な いよ うに 、 特 
に 配色 氷 の くり 出し を 良く し て お きま す 。 


訪 | 


計 生生 | 1 紳 ] 1 本 24 | ] 3 ] 立 
ダイ イル ーー 6 


ーー キア コー テキ デニー テキ デコ ニー テー デー ニー テア コー テキ ーー ニテ キー 


も っ 
も ら 


( 位 ) フレ - 史 杯 を 織り 込む 綱 みか 


(変わり 終 で も 織り 込む 


政 細 【 


} 弟 めのう 方 -【 


ッ ド 帝 は 、 

苦 務 で 6 

AP で き 款 プ 。 

邊 様 の 准 備 が 終り まし た ら 次 の よう に モッ 
了 e 中 記す 

(1 たい 水 を 使う と き は 、 縮 日 
より 1 一 2 目 忠 大 きく し ます 。 

(2) カム ボタ ン は 、 ひ ら あ み の ま まま 


イヤ マル を 平台 


で み ます ., 


(3 は) スレ ッ ンド レッ バー を 


< スレ ッ ド > に し ます 。 
(4) 系 取 装 置 に スレ ッ ド 氷 を 通し て お きま す 。 
(5) スレ ッ ド マイ ナス 側 に し ます 。 
※ 細 | 地 の 端 針 が 記 針 され て な いと さき は 、 


-・D 位 置 に 


符 の ) 系 調 了 は 
細 | 


針 を 由 し て から 絹 み ます . 


条 糸 調子 の 取り 方 


9 唱 く な る 


MP 


ULG の # Rm 


ぃ 
※ ブ ラス 八 に 回 す と 強く な り 、 マ イナ ス 側 に 回 
す と 明 く な り ま す 。 
※ 細 氷 に 応じ て 調節 し ます 。 中 細 E 糸 は 再 田 に 
合わ せま す 。 並 太 ・ 極 友 は マイ ナス 側 に 合 』 
せま す 。 李 細 は プラ ス 側 に し ます 。 


も むつ 
ゃ 


和 ス レッ ド 失 の 切り 替え 方 


反対 八 (進む 人 居 ) に も っ て き そ て は な し ます 。 


(2②) スレ ッ ド 系 か が か 座 案内 に 入る の を 確か め て か 
ら 、 キ ャ リ ジ を 操作 し ます 。 
※ 以 下 ス レッ ド を 諾 ! 


み ま す 。 


人 委 換 し な が ら み 進 


《 ス レッ ト 系 が 2 色 以 上 の 場合 》 


スレッド: 


府 み - 回 1 ) に メ グ の アバ | - で 寺 -【 


作 が 2 色 以 上 の 場 谷 は 、 取 装 千 の 


没 し て お さき ます . 


ご て ゆるく 


共 を 二 え 人 る ンジ の) 


害 寺 の め は 、 ク タリ 
ッ ダァ ど 車 し い 填 
E リ を つけ る と 


) ま く で きま す . 


必ず メリ ヤス 計 の ベラ 


そい 定 


ル が 開い 


手 で 渡す 場合 は 了 二 2 
(1) スレ ッ ド 系 は 必ず キャ リ ジ の ある 側 か ら 、 
クシ 歯 に 近 寄 せ て 針 の 上 に 渡し ます 。 
(2) スレ ッ ド 


糸 の 端 は 、 糸 が た る まな い 程 度 に 


いる くく 支え ます . 
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ぐさ 


還 6 ト は 9 多才 同 ※ と ふ の 
三 か > 握 つ ぶ つや) < 2 て 3 
が ー ン 計 寺 ー 玉 ※※ 匠 ・。 写 ー つ 
立 思 き =。 ユエ < 。 。 ふ 民 エー % きっ < 走 S ミ 
で ュ 生還 記 EC 0 | て 
芝 ャ 市 。 ふ ゃ 部 @ うー ロ 守ら < まま て 
芝 や へ ヽ 。 。 本 A 起 内 tG や て ご へ 
ィ く トト ヤ セッ て 症 ゃ 球 コ 3  @ マコ 1 8 
さき 中 油 つ ES モ S [の く ゆ や 芝 
村 寺 汰 は うー | 4 さ 深 末 G さ ) 事 こ 

を させ 夫人 、 や さく で や 圭 。 や 弄 を 人 A * 襲 

SS 実 め 民 応 や ト る 。 で 圭 。 | に 全 較 ニー 剖 

こき や 7 坦  F 選 層 交 トペ 王 ャ 忘 弄 

補 衝 蛋 羽 な | テ や 8 唱 宮 さ や っ / ャ で 上 蘭 

% 4 季 当 回 や ボ 語 多 K N 連 村 り W 守 下 ーー | 列表 5 

ュー ズミ 選 久 一 ホー レー = め 谷 さ で 。 マト 過 く 。8 訪 ご 吉 
の S 芝 寺 ス キマ ネ と + ぶ 党 る マー S ゝ 、 う っ テー を 宇 
へ 生玉 思 還 * キ < で 。 キ 諾 呈 。 コ ロ 多 N 穫 ト % | 則 
ミ Q 写 村 。 w で ゃ ーー 、 ※ 尿 室 そる 補 1 
還 @ 具 = 9 9 の の ※ ※ 中 し ※ 


介し キャ リ ジ シ ジ の 使い 方 


電 | 


に FT が ーー ーー PE PC と EPRPTTT * 円 
MLLLckG 30 


(人 


(1) 補助 ヒー ル を 人生 、( の の 部 分 に 導 し 玉 ん で 収 


し (90) レー ス 細 、 タ ダッ クタ レー ス 軸 た する と き は 、 
り 付け ます 。 


員 昌 シン に カラ ーー ウェ イト を 平均 に カ り は ます 。 
※ カ ラー ウェ イト は 、 綱 地 が 長く な っ た ら か け 


Wh お し ド さ すら 


MM 有 NMM 則 旧 則 


( 編 ぬ め な い ) ( 編 め る ) 


(6) レー 細 、 ダー ッ グレ ー 細 り の ) よ ぞ [ 有 FR 介 Wi 


を 2 本 以上 北 ん で 人 送 針 し ます 上 て 編 め ま せ ん . 


(3) レー ス 軸 、 タ ッ ク レ ー ス 綱 を する と さき は ハ 


⑦) 一 番 端 の 幼 針 が 選 針 きれ た と さ は 、 必 ず 指 


ラブ アイン 写 共 取 寺 置 に 取り 付け ます. で 提 し 大 し ます. 


使 用 ォ ダイ ヤル 目 感 


4- 5 
合 絹 世 率 4-5 
4-5 

較 


KT 


中 細 :。 率 


(4) レー ス 細 、 タ ダック レー ス 絹 の 場合 は 、 連 日 (8) 上 L キ ャ リ ジ は 、 ハ ズン シボ タン を いっ ぼぼ い に 


ダイ ヤル を 上 上 の 大 の よう に 合わ せま す 。 才 - に ば ミグ 概 の の 人造 中 人 補 ち は すず す せ ます 


も っ 
づ 


人 夫 レー ス 編 ・ タ ッ ク レ ー ス 編 の 準備 


NB EE . 生 . 


すす で イイ サイ Y て て YYTLCLTTLLLLLLTITIX 表 
の 人 
交 豆 
Pa に 3 還 弄 利 吉 動 | ] 
L トコ 
『 1 軸 弄 
1 に フ 1 の 内 本 下 座 側 ] 
ぃ / の ング | 中 陣 礎 | 」 埋 
デア ー 欄 Ll』 
ュ 、 こ ーー デー 品 1 
く J ド 再 。 置 年 下 
の す Fl 由 晶 。 加 トコ 
デ 1 聖 
し 王 還 PH 4 ロ 末 
タ ー ト 位 @ 免 困 敵 下 の 
の 。 軸 合 章 軸 人 @ 
用 も FI に 
FE 電 
1) / 少 ! 屋 る み ま アー… か F、 キュ リロ ジル < ヽ ゃ 部 名 征 。 加 電 
1」 | 平 絹 を 編ん で が か が ら キャリ ジ を た < 右側 : iA 6 
F1 多 
に 計 き 、 選 針 切 株 ツ マミ を < レー ス あ み ・ ひ * * 
や 俸 尊 本 還 
る 。 名 茜 億 玩 「] 
らら あみ >) に し まま 内 1 
征 1 
了 還 仙 晶 加 W 
(2②2) パン チカ ド を セット 1 系 宣 トイ 全 商 (に も 利和 の ゅ 
皿 | ] 
くわ せ 、 ス トップ レバー を < と まる > に 1 la 
1 1 ヽ で M ま w 生 軸 重 加 し 
品 。 届 琴 の 立 
キ @ 重 
「 * 坦 し 
四 者 吉 間 軸 上 1 
の  ⑨ 移 候 の 代 
| ] 貝 
す 1 ei L 電 
lrF @ 伯 人 @ 偽名 還 
。 W 。 あ 名 人 ゆめ 逢 3 
/ 1 商 し 」 
」 の oe 
/ 下 一 和 重 弄 王 
所 gm 章 二 尊 還 下 
ァ 誠 <gi 末 -] 
間 - 理 記 + 弄 得 
中 ] 重吉 怠 還 弄 
。 ッ ア 費 令 。 @ の 全 の 内 


表 琴 看 末 還 加 夏 本 仙 間 量 軸 者 導 あ や yp 名 仙人 の の 名 筆 天 の 
生 Y 1 UIEIILILLULLLL ELLL ミ よ す は ルト L EE 


, キャ リ ジ を ・ に tm 0 に 「 
(3) | し キャリ ジ を < 電 側 > に 置き 、 華 切 株 ッ 9 み カード の 赤い 矢印 し 信 ) は 、 し キャ リ ジ を 


マミ を 買 む 検 粒 に 切り 牧 え ます 。 レー スズ 編 の 際 作 する 万 向 を が し ます 
L。 革 」 寺 ま 1 > み テ ーー li ン 。 6 8 _ 5 
こざ は ペレ ー ズ > 、2 レー スズ 絹 | の とき は だ HH の 示す 方 向 に 上 キャリ ジ を 操作 し て 下さ 


バタ ッ ク レ ー ス > に それ ぞ れ ツマ ミ を 切り 価 
ます 


い 。( カ ー ド が 送ら れ ま す 。) 
⑨ 主 いい 矢印 C で ご は 、K キャ リ ジ を 一 年 復 (2 段 編 
な ぶな ) す る こと を 示し ます 。 


CC と ( 合 ) が 下 ん で いる と き は 、 紅 キャ リ 


ジ が な に 来 だ た と 上 とき で すか が ら 、 キ ャ リ ジ を 途中 
で は ず し た り 、 人 人 れ 替 える 必要 は あり ませ ん 。 


し ギャ リ ジ は は 。 中 で 民 き を いで 下さ きい 。 ) ポ 


の か か っ て いる 針 を 完全 に 通過 し て か ら 選 


針 が 選 針 さ きれ ます 。 

(5) スト ッ プ レバ ー を < まわ る > に し ます . 

※ こ れ で 準備 は 終り で す 。 
後 は パン チカ ー ド 左端 の 和 天 印 に 従っ て そ 、 革 キ 
ャ リ ジ と KK キャ リ ジ を 操作 し ます 。 


こと テキ アー デキ アコ ニテ ャ デア で ニテ ャ ーー ニー ニャ アー ニテ ャ デー ニー ャ デー ニー キャ で ニテ ャ デー デキ デー ニー ニキ デコ し デキ ここ と ー = ビ こ ピ る こ ピ ピ 
ご コ ーー デー ーー デー ーー ャ デー ニニ キー コニー キア で て ーー キー で て ーー キー レデ キー で ニテ ャ で ニレ テキ で アキ に レ テモ キー テキ ーー テモ で デキ で テモ ーー ニテ キー で レア モー で ミー テキ ーー トー テモ で テキ ニ ピ で マー テモ ニテ 
さ ご * さ こ * ゞ さい ご に こ さそ に ュ 


ゃ ら 
ー] 


5 コ ュ ア ma Bd er て ーー ョ を ーー 二 計 = am ーー 隊 . 
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ee の ーー sr 69 で SE 
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1) = ーー ェ ー アト =3= ーー ーー ューー ・ ー- す き ー 三 で ーー 「 人 っ 三 
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必 と キマ キテ キー チャー で キー マー NN と の ーー ーー ドー トー テーー ーー Care が シン に ンー オー を と アテ で こよ た と こす て キー で 
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1 本 人 位 24 11241 


1 模様 12 昌 8 投 
弟 和 ダイ イヤ ルー…… 


1 相 様 2 日 4」 技 
前 ダイ ヤル 
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稀 、. ーー 短 、. 5 名 - コ ・ 作 
も 3 で きま 5 も | 


の ゴア アー どど ング ヴ ヴ デー 


吉 、 
ア 
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う 
る 
を 
ん 
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二 、】 
員 | 


『 出 組 
・ 1 | ! 台 | 


し [カード No17c〕 

生 /。 
衝 
を 
時 和 を 
$ 
「 宙 
民 
る 
多 .. 
電 
"る 
F 用 
に 


[カー ド No.18c]〕 

介 7 

@7 

る 
[カー ド No19c〕 
し カード No.20c]〕 


| の ゃ すん の ゃ の ゃ の > の な の うそ ゃ 7: CC PO 
1 計 電 KOO2SESSS つ の くっ 机 り ンー し 2 
| (を ゝ の この ょ ず ュ すず ず すず ず ずぶ ず に 2 わた 人 0、 4 の だ 月 yF し PSR の 2 


負 編 ん て いる 途中 て キャ リ ジ が 動か な 
く な っ た と き …………… 

W 無理 に 動か きず 、 キ ャ リ ジ を は ず し て 綱 み 相 
し て 下さ い 。 


(1) 編 地 押 エ を は ず し ます 。 


(2) 選 針 切 奉 ツマ ミ を < キャ リ ジ は ず し > に 合 
わせ 、 キ ャ リ ジ を 手前 に 持ち 上 げ て は ず し ょ 
す 。 

(3) 選 針 切 ツ マミ を 戻し 、 キ ャ リ ジ ど を ミゾ 板 


の 端 か ら レ レー ルレ に の せま す 。 


(4) 編 地 押 エ を 取り 付け ます 。 
(5) 途中 まで 編ん だ 編 地 を ほど きま す 。 


(洋間 ) キャ リ ジ が 上 正 し ー ル に の っ て いる 


て で 下さい. 


く レ 


こと を 確か め て か ら 連 みみ 始め 


人 


PL 


て 細 目 を 引き 軸 | 糸 を 作 め 上 に 引 天 っ て 
NF 


彼 の 編 目 が 自然 に 編針 の フッ ク に か か り ま す 。 


負 に K キ ャ リ シ を 空 送 り し た いと き 


1) 綱 針 が 選 針 きれ て いる 場合 は 、B 位 置 に 戻 
し ます 。 綱 目 が ベラ 抜け し た 所 は 、 ウ ツ シ を 
使っ て B 位 置 に 戻し ます 。) 


(2②) カム ボタ ン の < すべ り 堪 右 > を 押し て キャ リ ジ 
を 操作 すれ ば 、 編 まな 0 り が で きま す 。 
(3) 編針 が 世 位 置 に ある 場合 
人 MR に 切り 9 3 he し ます 。 
※ 選 針 し な が ら 空 送り する と き は 、 選 針 切 符 ツ 
マミ を < も よう あみ > に し て お きま す 。 


、 引 返 シ レッ バー 


負 編 み 間 違え た と き の 直 し 方 
平 編 の 場合 


(1) キ ゃ リリ ジ か ・ は ず し 、 線 電 の な し 部 2 タイ に 次 き 
ます 。.【 ん で いる 途中 で キャ リ ジ が 動か な く 
な っ た と き ……) を 参照 し て 下さ い 。 


(2②) 系 日 の 糸 を は ず し て 綱 地 を は どき ます 。 


(3) 和 糸 端 が キャ リ ジ の 反対 側 に な っ た 場合 は 、 
キャ リ ジ を 空 送り し て 系 端 側 へ 移し ます 。 
キャ リ ジ を 平 編 状 双 に 戻し 、 糸 唱 に 糸 を 入 


れ て み ます 。 


(4) 


2. ニッ トリ ー ダ ー を 使っ て いる 場合 


「 間 ーーー 1 品 1 
商 : 5 LIMMIIE】 | 
mm 
⑨ 細 地 を ほど いた 投 角 だ け 、 和 送り ダイ ヤル を 陣 


う 旋 に 回 し て シー ト を 所 し ます 。 
⑨ の キャ リ ジ を 冠 送 りす る 場合 は 、 必 ず キ ャ リ ジ 
の 作動 レバ ー を 上 げ て おき ます 。 


3. 模様 編 の 場合 


《 キ ャ リ ジ が 編 地 の 途中 に あ 


る 場合 》 


PE w* - 
1) ストップ レバ ーー を < と まる > に し ます 。 
(2) キャ リ ジ を は ず し 、 進 行 側 の 編 地 の な い 部 


分 に 次 き ます 。 
(3③) ベラ 抜け し て いる 細 日 を フ 
か りら 、 細 人 針 を B 位 置 に 摘 え 
(4) 系 日 の 糸 を は ず し て 細 地 を ほ と 
※1・3・5… 彼 と 奇数 役 表 を ほど 
キャ リ ジ の 反対 側 に な る よ 


を BB 信者 に 揃 有 えま す 。 


1 | 


"ダグ に る ど し 


* 
「 ポ 


ます 。 
、 共 の 
ます . 細 針 


で 
前 


の Pe 細 


パン チカ ー ド を 編 地 を ほど いた 段数 だ け 応 
し ます . 
み カム ボタ ン の < すべ り 左 右 > を た 反し 、 キ ャ リ ジ 


(5) 


(6) 
を 率 端 の ある 側 へ 操作 し 
れ ま す 。) 

み カム ボタ 


、( 細 多 | み i j 守 : 笠 さ 


ズ 。 ト * ソ 


(7) ン を 模様 綱 の 状態 に 戻し 、 
< まわ る : に し ます . 


1 に 系 を 入れ て て 綱 み ます 。 


ーー レー メ マー み ・ 


(8) 


デン アモ テモ や マチ も の て エチ で デキ の もこ か キー っ ニー トー デニー キア ーー デコ レート デー ニア ーー ニー テキ て デア で ニア モー で ンチ ナー アデ さて レア ニー て ニュ かも て も アマ ーー キー で こす の マニ テキ デー ニー の コニー アコ こす や ーー サ アア モー ピ セン ア で ニア で で チー で セー て ーー ミート アー の で キー デジ で ンチ る も で アー こも も アナ た も レ テー の ニテ エ ーー コ 


エー ャ つこ 


ここ 


30 一 


《 キ ャ リ ジ が 編 地 の 外側 に ある 場合 》 


※ キ ャ リ ジ デジ は 動か さき ない 人 で 、 
こし ます 。 


スト ドッツ ダレ パー を 


< と まる > 


⑨ の パン チカ ー ド が 送ら れ て て 
ク が キャ リ ジ の 進行 方 向 と 同じ と き ) は 、 


いる 場合 1 1 ( 指 上 マー 


ンチ ナチ カード を 編 地 を ほど いた 段数 + 1 段 過 し 
まま 
⑨ パ バンチ カー ド が 送ら れ て いな い 場 合 は 、 編 地 


を ほど いた 段数 だ け 記 し ます 。 
⑨ 他 の 操作 は (キャリ ジ が 編 地 の 途中 に 


公 ) と 司 ド よう に 行っ て 下さい. 


ある 場 


4. 間欠 送り を 使っ て いる 場合 
の キャ リ ジ が 編 地 の 途中 に ある 場合 の パン チカ 
ー ド 戻し 段数 。 


纏 地 を ほど キャ リ ジ の 進行 方 向 
いた 段数 堪 - ふ 吉 棋 ・ 右 ー 
ーー 1 
2 
ーー J 
還 ミラ 


⑨ 1 上 の 表 に 
⑨ 他 の 操作 は 、 


て 下さ きい 。 


て パン チカ ー ド を 戻し ます 。 
邊 様 編 の 乾 が 谷 と と 同じ よう 


従っ 


に 人 行っ 


※ キャリ ジ が 編 地 の 外側 に あっ て パンチ カー ド 
る 場 條 は 、 上 の 表 の 戻す 段数 よ 


り 1 計 余分 に 戻し て 下さ い 。 


み カロ 共 ら れれ て いい 


5. し キャ リ ジ を 使っ て いる 場合 


(3) L し キュリ ジ ん 進行 側 の 科 甚 レーー ル (EE め ) ま 


(1) スト ッッ プレ バー を < と まる > に し ます 。 

(2) 1 エー ャ リン 人 を 提 作 し て な 側 人 前 さき ます 。 

(3) 移っ た 連日 が も る 場合 は 、 ウ ツジ シ を 使っ て 
履 の 細 針 に 記し ます (次 項 の (5)、 (6) を 参照 L 
て 下さ きい . 平 細 状 態 じ なり ます .) 

(4) 細 地 を 2 届き さき ます. 


(商人 征 作 に な し こい ます 


(4) 2 本 四 な っ て いる 細 針 が あり まし たら 、』| 


移 を 白 で 持 も 上げ で は すず すし て で て 下さい. 


NO 
@e@@( 
守 

人 


っ 
9 
LM 
トコ っ 


-ー ド を エー 本 の CC ーーー ク まで 大 し 


(6) (3)-(5) た くり 所 し て 市 記 の 部 分 まで 、 細 HU 
な (1 どき さま す . 

(7) スト ッ プ レバ バー を まわる) に し ます . 

※ 肌 び 弧 場合 は 、K キ ャ リ ジ を 佳人 復 操作 上 
て か らら 、L ル キャ リ ジ を カー ド 胃 り ( に 操作 し ます . 


(5) 聞 の よう に 針 ベ ラ の 向こう に め る 細 日 た 、 


ウッ シン を 使 て 針 ベ ラ の 上 に 記し ます 


負 編 ん て いる 途中 て し キャ リ シ ジ シ が 動か 
の NB 


※ 仔 用 部 に 動か が かさ な いで ご 下さ いい. 


(1) ストップ クレバー を で ベ と まる ぅ ) に し ます . 


. uh レン 


(タッ クレ ー ス 謝 ) 


( 平 編 ) 
「 2 
* (6) 公 た 縮 日 を 平 綱 状 態 に 記し ます 。 
〆 也 プン 7) 出 て いる 綿 針 和 を 全部 B 位 軒 に 戻し ます 。 
ト (8) カー ド を 1 段 戻 し ます 。 

(9) し キャ リ ジ を 1 回 操作 し ます . 
(記入 され ます ます) 
0 。 ス トッ プレ バー を でまわる: に し ます . 

後 は 、 し キャ リ ジ を カー ドド 通り に 近作 1 


め 


(2) し キャ リ ジ を その 化 潮 で は すず し ます 


細 時 に リュ か かみ し に っ て いる と さ は 、 よ 上 く 見 て 


負 電 の な いよ うに は ず し て ドド きい . 


ここ ンー ン で ニン サー アニ ンー アシ ンー アニ ンー アン も ュ ン て の マ ニン キン で マン ンマ シン ーー の トン アー ニン サー ア っ マン ママン ンー ア て ニー ンー デア こ ニン サー ア っ ニン ー ア マー ンー か ト ア っ アー アヘ っ ニン キア ニニ ンー アン で て ニン サー ア で シン テア マン シー の アマ シアー アヘ ーーー アン ンー アー シン サー アマ ニー サー ア っ ニン ーー の マン ンー ア で ーー か の ーー ンー の て ニン ーー アコ ニン ーー アーン シン サー アマニ ーーー アー ンー サー ア ュ シーア て シテ ャ アー で ーーー ア で シテ ャ アベ シー か ア っ ンー アマニ ンー ト アー ニテ で アデ で ニテ アマ ント ア で ニテ アー ニン で アマ レー ア で レー で ニレ で アデ で レナ で デア つて 


| 
て っ 
ーー 


和 編 出 シ を 使わ な いて 編 始め る 方 法 


②③ ス レッ ド 連 装置 を 利用 し ます 。 
選 訓 切替 ツマ ミ 


補 目 ダ イヤ ル (5) (レー ス ・ ひ らら あみ) 


下 | 
げ ビ 1 1 ie ー ト - 
ぁ ぇ ババ 『 pf 


1 1 計 POMLLUT IM PITILTE PF PE | 症 上 
ia | Ss ヤー W 1 
| い 9 抽 、 1 
』 | 1 
) | 
1! 
1 


引 N 


か ーー Pr 旨 1 沖 PE ラド =: LELLTL II - 
> し 

ちご 

タバ 

ーー | 


スレ ッ ド レバ ー( ス レッ ドド) 


カム ボタ ン ( ひ びら あみ 】 


(1) キャ リ ジ を 写真 の よう に モッ ト し ます , 

(2) 針 を B 位 置 に 出し 、 キ ャ リ ジ を 
本 作 に お きま す 。 

(3) 模 様 本 を 使い 、 縮 針 和 を DD 位置 に 


3 ャ が 板 〆 1) 


思 計 上 しま 


)」 準 取 半 置 よ り 
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い 還 が か す 方 向 
| 帳 く 下 に 引く 


選 証 され た 編針 
(1 本 お き に 軸 て いる ) 


( 生 ) 用 ポ み - HB ポ 117 に 打上 の 地 1 か いと) 則 て いる 


綱 を 選 針 き され て いる 細 針 フン ク の 上 に 渡し 
F に 引き な が ら 、 キ ャ リ ジ 


くり 動か し て で 4 一 5 収 細 み ます 


下 以 外 を 綱 む 場 合 は 、 ス レッ 


し] 


ー を < ひら あみ ) に し ます 。 


俺 間違っ て 選 針 さ れ た と き …… 
1 相 共 滑 員 〆) と 1 、 

> の ) JT1 | | ん 調 て て ト ささ し > 

1. パ ンチ カー ド が 頒 む いて 入っ て いる と き …… 


こん な 場 谷 は 、 カ ー ド を 上 正 【 


間 


1 【 + WT TL W 3 P 1 [5 
則 培 っ て 議 針 きれ る 朝 合 は 


1 


く 入れ 直し て 下 
さき しい 

2. 編 針 が 曲っ て いる と き …… 
聞 っ て 誠 針 きれ て いる 綱 針 を EE 位 汗 ま で 出 


し 、 昌 っ て いる よう な 取り 村 えて 下さ きい . 


最初 に キャ リ ジ を 


こら 
いら 


負 編 針 が 曲っ つた と き …… 


針 押 エ 


1) 計 提 エエ を 片方 か ら ミ ソ 板 の 中 人 へ 押し 込み ま 


針 押 エ 


(2) 以 対 側 に 出 た だ 針 押 エ を さき 披 く ます .( 針 拓 


人 下 i m 
ザキ トト 


人 


い ここ 
で の ーー 


生ま 4 
(3) 取り 替え 今 軸 針 を 針 ミ ゾウ の) 一 秋 手 前 に め 


由 し 、 ブ プ ブック 肖 分 を 下 に 押す と 、 レ シャ ンタ が か 
ミゾ 板 の 上 に 出 ま す 。 


1 


え 


(4) 絹 針 の シャ ン ん 5 2 
き 枚 きま す 。 
5) 親しい 綱 針 の ベラ を 開い て 、 は すし た と さき 


と 逆 の 順 議 で 入れ て 下さ きい . 


※ 針 掴 了 エ を 涼し こむ と き は 、 細 針 の フッ ク 側 を 


呈 々 に 提 し 下げ ば ながら 差し 枯 ん た で 下さ きい 。 


に 編 目 の 移し 方 ・ 減 らし 目 ・ 増 し 目 記 3 
1. ウツ シ の 使い 方 
仙 2 目立て る 減ら し 目 


い 


| 
| 
| 


(1) 端 か ら 3 番 目 の 綱 目 を 移し 取り 、 2 番目 に 
(1) 綱 針 フッ ク に ウツ ッ シ の 穴 を か け て 、 欠 印 の 也 ね ます 。 


方 向 に 引き 、 編 月 を ベラ の 向う に 移し ます 。 


K、 し に 6 

NN N N、 N 

いい 

NNNeNeNii 

AN UN 
が) 0 YA7 
YA (2) この 2 目 を 一 度 に 空 釘 に な っ た 3 番目 の 針 
YY 


XOXO に 移し ます 。 
次 に 端 の 編 目 も 2 番目 に 移し ます 。 
(2) 逆 に 押す と 編 目 は 、 ウ ツ シ に 移り ます 。 
3. 増 し 目 


(3) 移し た い 編 糸 フ ブック に ウッ シ の 究 を か け 、 
編 目 を 編針 に 移し ます 。 


1) 端 の 1 目 を 移し と り 、1 日 外側 に ずら せま 
二 

(2) 2 番目 の 1 投下 の ルー フ ' を ウッ シイ で 引き 上 

2. 減ら し 目 げ 、 空 針 に か け ま す 、 

身 端 から 1 目 内 側 の 減ら し 目 ' 

和 1 度 に 2 目 以 上 の 増し 目 


\ N ヾ い 維 口 
NN NN い ク 
7 NNNSN 


ALAN 


キャ リ ジ の ある 側 で 増し 目 す る と き に 用 い 
ます 。 


2 本 針 の ウッ シ と を 使っ て 、 端 か ら 2 目 を 移し 
取り 、 内 側 に ずら し ます 。 


増し 目 する 綱 針 を EE 位置 に 出し 、 巻 き 旧 し 、 
最後 の 目 は 綱 針 を 出す だ け で 編み ます 。 


」 まつ 」 
や mm っ mm. 


で 
KN 


UE に Le に ま ドー オド 


1) 編針 た 上 ク シバ の 前 に 渡っ て いる 絹 系 の 上 に 、 


ト ジ ビジ ワイヤー を の せま す 。 


or 1 
の 


2 の ンジ 

ーー 
ンプ 

アイ 


【 
wt 
1 いい 

NNN 
| Lu * WM CM 
Me NN 
NNNNNN 
1 
1 


NN 
L1 
NN 


ルー た に 
さ ビ ー マ 
〆 /A に 
デア 2) 99 Tr 
ーー ンー アー 


3 に 

(3) 典 昌 に 上 直す 最初 の 位置 に タッ ピ ビ を 大 れ て か 
ら 、 絹 日 を 連 針 か ら は すず す [ 、 絹 地 を 下 に に 引 蒲 
っ て 綱目 を と きま す 。 


こつ > 


た に か ーッ ジ 


(4) タッ ピ の 細目 を ベラ の 後に 移し 、 
横 承 を フック に か け 、 
作り ます 。 


デキ ーー ベー デモ で モー テ で ビー まで で で テキ デマ で テキ で デキ 


CI ウ 
Ii 


va Nh YA YiNnwn 
人 ! 利 
1 証 コ =ー ョ し 丘 ] ドコ 
H ーー すさ 。 rl 上 
4 LE コー トコ 1 か ュ ト 
ーー て YYDYYTrY が 
二 LM 


1 
3 
電 


コ 本 He Ta アデ いさ ー キ 
せ OU YU 和 W て 
* ィ 1 窟 
了 ょ し 上 L 了 
TE 生ま T 補 
し. 導 し は 上 は 計時 
MT 1 bm せ 1 由 rd 定 T 
さ 上 い Ia に ュ 。 | 計 
せ *1 記 ST も デア 臣 Li ma の 1 Sp こ ーー 
JJ 主 玉 」 ! 
ik 昌 し 1 


リ 取 ば | 『 
FTP て YY 7 


(5) きら に 上 の 横糸 の 下 に 、 タ ッ ピ を 差し 込み 
ます 。 (4、(5) を くり 返し 、 最 後 の 編 日 を 綱 針 
に みか (すま す 。 


NM 


ーー デー 


1 目 ゴ ム 綱 が 終り まし なら ト ジ ワ イギー を 
り 中 1 さ 抜 きま す 。 


5. カー ター 編 


K ます て すし すす もそ て キティ も Te も rt や * 

と ut な か も Oki 
ALSO いこ も こら らい に に た か し 4 和 ac 
mmnev に rna 生か な な な ねら な な も ちい な も か 4 か 4。to3 
っ ra すま > seek なら に た いな か か ちから ね ね と 
ee tetrArtrbTae す 4 み er くも か か も で 4 
- に ちな な な で o み な な し か に か に な ね ち 人 o の か nr 
4 
いれ か と っ と ちち な に な たれ ななか か か な むか 
Aoienastea fs な に らら rayoetr か な か か 1 
すい で いび いい の の で の か ウー 


⑨ ゆ 機械 を 平 綿 の 状態 に セッ ント し ます 。 
タッ ピピ を 使っ て 1 投 毎 に 、 表 日 に 直し ます . 


た よー トレ 


に ス 


Eh 


LE ! り MT 
WDW7Wy 


(1) 1 段 下 の 編 目 に タッ ピ を 入れ 、 絹 針 の 編 日 
を * を % 引 し ます 。 


ゴア 
1 い 


ァ m い オオ 
二 に W ) \ 


1 1 7 1 共 1 ) 
Lt OUyWD 
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中 9) NN Ni や 
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\ は 間 ) 由 が (AA 


CN せ 」 7 きれ 
1W『 還 1W/ 作 WT 員 1 1 
M 4 8 % な 1 


【2) 1 流し と いた 交信 


Nr ( M (1 1 Y] Y 9) 
Ni M N が 1 Y 1 1 草 


NN いぶ 


NN 


MI 
UM いい ed 


1 RS 


間 


い M ー 
+ 』 ll『 1 1L U LE」 


(3) (1)、(② の 拉 作 を 1 以 お さ 


6. な わ 編 (交差 模様 ) 


放 半生 明和 きも 、 計 * 。 | す も 
4 T4『4 IiW』 mt 1 『 1 『 
1 1 、 全 」Y 利和 季 l 宙 四 1 旬 1 L 
TL WMT F | し すさ ます も まげ 
ュ 条 Lu 1 4 も 4 
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IL fs 1 すす ! . f ll W『 
* 較 を 生 半 き 1 | 1) 
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門 li 邊 導電 り 、 間 還 半 「 管 」 
・ W 1 1 す 。 寺 
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Mit lt | w 『 ' ぁ *。 ま 
「 環 記 ー も 」 す 1 
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I 」 衝 」f L」 1 ま 1」 LTA Ta 
1 1 ゃ 上 す 測 # 邊 AT 4 
4 謙 、1」 _* [ 1 
旧 才 本 上 性 ャ " 『. 寺 
1 ます ア 』 la 1 
『。 
WW 」 等 1 1 
』 iT * 1 
| 日 L 人 


⑨ 機 械 を 平 綱 の 状態 に セッ 
し で は | の よう に 多 洋 き 
が すう 線 どう 中 人 作 を 、 ダット 


h 
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) ET 
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0 コ けい ! 

内 4 ュ ル 
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1. 平 編 の 引 返 し 編 
塊 編 記 部 分 を 減ら し て 行く 場合 


の ルル た さか が りや て で や ドド な ど 、 仙 衝 し た 絹 地 ん 
交 すし と ペ し 使い ます 
⑨ の り | 居 シレ ラドー ター 返し あみ 6 に 合 け まま 


⑨ の 前 信 切 株 ツー ん ルー ひら あみ 56 合わせ ます 


は TUTTI 〇 


〈⑯) | 
に 


反し し あみ | ] / よ 『」 4 も プ メ | 


(1) キャ リ ジ と 反対 作 の 休め る 部 分 の 細 針 を 、 
位置 に 出し ます, 
※ 細 信 の 数 は 、 カ 


り まう 
a LULULLUIIIII - Q! 
(⑤) 
電 LLLULUILLULLULULUIUL Lt in 
| ! 上 | | ! 


(2) ] 六 線 中 み ます 
B 信 計 の ) 細 | カ : 細 めで 、 
の 17 に 府 が 波 り ます. 
mW み り 記 、 


リム 
(00 


ア 7 
(5 NE ル M 


(3) 引 拓 し の 部 分 に 容 か : で き な い よう (する / 


2 の 、 細 に み 終 り の と な り の ET 人 7 導 の 細 針 6 ト 


側が か がら 疲 っ た 称 和 を くぐら けけ ます. 


“ (⑨ | nn 


LULLLLL ー 間 還 還 
し ン 
(4) キャ リ ジ を し て で て 一枝 


利 . み ます 
休め る 細 針 を 増上 な が りら (1)、(2)、(3)、(4)、 
な くり 以上 すす と 、 


りり 以上 上 綱 が で さま ド ます. 
※ り 以 し か が 終 」 で 、 


メ て 細 み ます . 


プペ 人 衝 の 導 多 に よっ て 変わ 


EE 信 貞 に 山上 た 交 


生体 の 細 外 を 細 人 みたい 上 と 
は 、 り 以 と し バー ター ひら あみ > (切り 倫 
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_ 聞 


昌 編 部 分 を 増し て 行く 場 


アロ 』[「 1 
| 由 し ゅ ぁみ | | の し あみ | 


1) キャ リ ジ と 反対 側 の 、 
0 7i 1 山 L 3 す 由 


休め る 部 分 の 細 針 を 


!lt TLLLLLLLL 


LULLUULLULLLLLLLLLLLL 


(2) ゴ 六 弥 中 み ま 】. 
5 人 7 放 の 細 信 が 細め だ こじ 位 半 に 出 上 た 交 
和仁 の 上 (に 系 が 渡り ます . 
(3) 引 由 し た 部 分 に 欠か が 人 C き な い ト うま る / 
め 、 細 終り の と な か なり の に 信 四 の ) 弥 に ト 


側が か らく ぐ くっ コ 上 な が 系 を 流せ ます . 
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IEEEHIIEIIIIEUIEEEIEEIEIEEIIII 


(4) キャ マリ ジ を ん な だ か りら 人生 へ 、 


和幸 綿 に み ます. 


は 88BBBBB 邊 
LILILII 
に LTLUULLLLLL 症 イー 


5) 次 に 縮 む E 位 千 の 軸 人 針 人 を 、D 位 汗 に 押し 
( げ ま す 。 

(2②)--(5) た くり 必 し ます と 、 最 後に 全部 の 細 

邊 が 3 位 半 に 北 び が 、 引 必 し が で きま す . 


2. 総 タ ッ ク 編 の 引 返 し 編 


の に に で 人 は 総 ク タック 細 で 、 
合 の 謗 上 を し ます 。 

ぐみ カッ 、 ボ タン の < タッ ク 左 友和 を 押し 、 引 拓 シ レバ バ 
ー を < 引 返 し あみ ) に し ます 。 

⑨ 記 針 切 条 ツ マミ を も よう あみ > に 合わ お せ 、 
Nu 1c の パン ナカ ー ド を セッ ト し て お きま す 。 


2 1 役人 生 に 引 さ 返す 場 


物 編 む 部 分 を 減ら し て 行く 場合 


3 し あみ | 


(1) キャ リ ジ と 反対 側 の 休め る 部 分 の 針 を 、 
ド 位 填 に 出し ます . 


ULLLLLLLLLL 症 ii 


(2 2 役 縮 みみ ます 。 
T 徹 細 ん だ と よさ 、 
を か け で 下さい 。 平 細 の り 引 拓 し 縮 と 回 ド 探 作 
を し ます 
(1 -(2) を くり 拓 し ます . 


EE 信 計 の 端 の 弥 針 (に 紹 


物 編 む 部 分 を 増し て 行く 場合 


1 還 
0 ] リ gm mmmas 
ULLLLULUULLULLUULLLLLLLL 


(1) キャ リ ジ と 反対 側 の 休め る 部 分 の 細 針 を 、 


EE 位 計 に 出し ます. 
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B 「 半 還 


D 
IIIETIEEIEEILIEEUUEUEELELLLELLULILU 


(2 2 層 細 人 み ま す 。 
d 六 細 | ん た だ だ と 、 


を か (て で 下さい 。 


ー ー- 
D 
UIUEUEUEUHIIEEUEIUI 


(3) 次 に 綱 お 部 分 の 編針 を 、 


ます . 


ドド 信 放 の 尊 の ) 線 に 弥 


DATUIS を UL 


ド け ! 
編 目 を フッ ク の 中 へ 戻す 割 


] ーー 3 
し 間 * 中 【⑨ ュー 


ーー PTHLH 


(4) 模様 に 合わ せ 、 


の ) 綿 | 時 、 


B 位 前 ま よ まで 押し 下げ る 絹 針 


ウッ ツン を 使っ て で フラック の に も ど 


(3) (4) を くり 収 し に ます. 


3. 同時 編 込 模様 ・ す べり 目 編 ・ 
ズ スレッド 編 の 引 返 し 編 
” 引 返し あみ : 


休め る 部 分 の 綱 針 た 所 位置 1: 出 


(1) キャ リ ジ の 月 尺 シ レッ バー を 
(に 切り 株 メ 、 


し ます (他人 は その 細 . み カカ の EE ま です.) 
(2) 科 細 し みす ます 」 


(3) 引 よ 邊 すず 部 分 に 容 が で さき さ な い よう 、 細 座 ( 症 


ゅ 府 も ) を 細 人 み 終 り の と な り の 位置 の 針 に 


みす ます . 
(4) ] 六 細 に み ま す . 


⑨ む 部 分 を 増し に 行く 場合 は 、 総 タ 


り 以 し 細 を で ご 計 下 さい 


ッ グ 交 | の ) 


4 レー スズ ス 編 ・ タ ッ ク レ ー ス 編 の 
引 返 し 編 
⑨ 引 流 シ レバ ーー を ひら あみ | に し ます 。 
の のみ クム ボタ ン の ) < すべ で べり 左右 >: た 押し ます. 
⑨ 線 ダイ ヤル を 天 の 胡 の よう に 合わ せ 直 し ま 
す 


今 ま で 合わ せ て あ 
っ た 目盛 


リ ジ を 近作 上 


て 誠 針 し ます. 


遇 


(2) 誠 針 よれ た 綱 針 の 1 内 、 
が 3 信 放 に だ 上 し て 揃え ). 

「 症 1 | 

B 


り 9 8 上 


(3) ハン チカ ーー ド の 人 色 困 廊 向 に し キャリ ジ を 動 


※ バ ンチ ナカ ドド に し キャ リ ジ の 操作 が ーッ うー か いて 


いる と さ は 1 は 、 天 HE に 従 2)、(3) た くり 返し 


笛 ま な いい 主 ク ナ の ) る | 


ンタ スー ニート ーー トー ニー トー こ メ エー スエ こ ー キ ーー トン ーー トー トー ムー トー ムー トニ ーー トー トー ニム ここ トン こよ ンー ここ エー こよ とこ トン こ ー バ ーー こ ベ ト デ テー こよ アー マー エア ーー ネト アー ンー ト ア ーー ント ア ニート アー ニート ア デー ニート アム ニー アー ここ ト ア ーー アー バト アー ニー アーニー エア ニー ト ア テー ニー ト ア デー ニー デー ニー エー マー トン アー ニート アート アー て ー ト アス ニート アニ マー アー マート アー ニート デュ マート ア テー ニート アー こ ー ト アー ニート ア ュー トン アム こと 】 
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LILULLLLIL の IN O 
』 NN アル | 
| HUIILULLUUUUILLULULULUI | ーー | 
アー 

pp 
(4) 細 む 部 分 の 綱 針 を 、 全 部 取 位 潮 ます 。 


IIIIIIIIIII 間 や () 
So ク 
E 還 還 還 ULLLLLUIIIULUILLLUUUUE お 説き 


(5) ハン ナカ - 
1 だけ 和 動か し ます 。 


ー ド の 天 還 方 抽 に 、K キ ャ マリ ジ を 


※ バ ンチ ナチ カー ド の K キ ュー リ ジ の 操作 が 2」 役 以 上 
の と ※ は 、(4)、(5)4 その )] 六 数 だ けけ くり 捧 [ ま 


す ー 


※ り 1 よ 以 し た 部 分 (に 人 が で さき な いよ うに する た 
め 、 キャ リ ジ を リリ ミ 邊 すず 前 に 、 


な カリナ て トト さ さい 


線上 に み 終 リウ ) と 


な り の 細 針 フック (に 京 


」 ・ ーー ・ ED ーー・ -」 ・ っ 内 
UE 。 、 < - ーー ロ ・ 
* ・ 前 EE 上 * し 1 
P 1 TUE 
・ 1 ンー 。 
ーー ナー 1」 EN に UL 6 
PP 】 Pu オー * ! 
PE MD 人 E も ー・ で , 
TI * 7 


※ 尼 収 へ の 直接 の 年 油 は 行わ な いで 下さ きい. 

和 手 入れ 

②⑨⑦ 細 お 打 に 油 を し み ー ま せ た 肌 で ぶ ふい て 下さ きい . 

※ は 以 ず 付属 の ブラ ザー 弥 ) 
機 用 を ご 使用 下さ いい. 

の キャ ッッ プ を を はずし 、 胴 を 則 
く 才 し ます エ と ハケ テ ビ 油 が し 


アー 


みす か らら 、 有朋 に 1 こ 


引 レ ー ル 


( 


編針 の バッ ト 
綿 3 邊 を 8B 位 次 に 


理 べ 油 肌 人 でぶ き ます 
ミゾ 板前 レール 

有 角 で 上 で ご れ を お よし だから 漂 肌 で ぶさ まお 
ミゾ 板 後 ヒー ル 

肌 で に ご れれ を お 上 上 
キャ リ ジ 裏 側 …… 布 で よごれ を お よし て か 


っ の 貞 旨 (の 部 分 よみ カム の 、 中 お の ) 作 面 を 洒 


て か らら 宙 負 で ぶさ まま 


有朋 で ふき ます うす. \ 


L_ 全 還 1 L_ 二 放 Sp__ 生生 肥 


で こ プ トン で こ ニブ トン で ニュ ン で ニュ アン で ニート ン で て て プン で ニン トン て 


| 
し 


思 。 攻 。 提 間 困 。 本 思 、 湯 。 芝 思 。 王 定 . - 基 昌 、 】 因 還 基 軍 還 通運 軌 


キャ リ ジ 止 ヶ 板 


(5) キャ リ ジ 止 メ 板 


用 で よごれ を お よ 1 に か ら 泊 人 負 で ぶ . 


保 存 
F バ ケ ・ 有 有人 など で よく 上 は こ 
付属 の 洒 を し み .- ま 


f6 ジウ うー テ うい いこ いい 


リ り を 除き 、 人 金属 部 分 を 、 
た 何で ぶさ ます 


クー など) 


る 分 
の 上 ト 上 ご で ご 才 は 、 中 


NN と より ま すす, 


ス 、 キャ リ ジ 
性 形 を どど を 仙 に し み てこ ませ で て ぶ 
※ ま シン ーーー、 デ ルー ナー ルー、 ーー ミン ンー ン 、 が リン 
な ど は 使 カ だ た いし に ラビ に し ビデ ド そい. 
ころ を 衣 ん で 保 在 上 ます . 
が び 使 用 する と 
り 衣 親 の いた 仙人 で よく さ と ラッ で て 
っ 介 和 り 日 1 ます. 
j 偽 人 は 語 い EE で 20 30j 役 平 を み ます 


に 、 ロロ 【 7 由 ん : 1 作品 な ト で ご すこ と も 


※ 人 Mr て の の な いと 
(2) くく 保存 | 
さて 1 、 


] コ ュ い M て カ ・ ゅ 、 


ょ 


ま ょ チ ん , 


アト アイ アー リア アート アマ マー トピ ヤーン アス アー いい アズ アー アバ シッ ュ ア アーリア デズ イー ロアス イ ンー い ア デス ニー ロア ベニ シート デベ デー デベ テー リア スン 0 デズ スー い デ アス アート ンス ニー 


ャ リ ジ の 層 作 が 車 い と さち も 洒 仙 で さい て 下さ い . 
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編 目 ス ケー ル を 段 方 向 (段数 ) に 使う と き の 早 見 表 


使用 する 


ゲー ジ ツ マミ =ー シ ラッ ツマ ミ ゲー ジッ ツー ミ 
ター ジッ ンマ ー 絹 目 スケ ー ル 


を 合せ た 位置 1 | | 番号 | 急 を 合せ た 位置 を 合せ た 位置 


O 〇 ) の 
= の 
。 革 半 


1 % キテ 


199 200 
201 

202 203 
204 。 
205 206 
207 

208 

209 


コ 
米 
涼 
玉 
玉 
氷 
玉 
玉 
氷 
来 
氷 
玉 
氷 
来 
に * 
氷 
玉 
- 
玉 
玉 


* の 場 谷 信 は 引 スケ ー ル の 1 日 太 人 を 21 信 と 読み ます 。 


⑨ 編 目 ス ケー ル の 選び 方 
60 役 の 綱 ゲ ー ジ の 衣 さ か ら 、 上 の 到 を みて 綱 日 スケ ー 時 
ル を 選び ます 。 ! | 「 
例え ば 役 縮 模様 の と き 、60 役 の 民 さ が 11.8(118 路 ) と し 了 還 日 E 衣 還 
ます と 、 上 の 表 よ り ( 示 18 の 158) の 綱 日 スケ ー ル を 収 り ' 8 8 
出し 、 抽 方向 に あて て 彼 縮 の 日 磯 を 興 較 に か いて 下さ ) | 間 還 FT 
い 。 線 に 従っ て 系 を 変換 し ます と きれ いな 彼 納 が で き し 
ます . |: | 
| [ 
中 
0 
49|183| 0 0I 
7702:5: 
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札幌 支店 〒060 札幌 市 中 央 区 南条 山 3ー2ー2 電話 <011> 261 一 6631 
仙台 支店 980 仙 剖 市 - 秋 町 2ー3ー1 0 電話 <0222> 27 一 8870 
北 関東 支店 〒104 東京 部 中 央 区 京橋 3ー 6 江 放 <03> 281 一 4121 
東京 支店 104 東京 閣 四 央 区 京橋 3 一 6 話 203> 281 一 4121 
横浜 支店 220 慎 浜 市 区 楠 骨 9 一 6 和 話 045> 312 一 8631 
新潟 支店 950 林 泡 市東 大通 1ー1ー 1 客 <0252> 47 一 7101 
静岡 支店 420 閣 同市 件 導 果 9 一 1 客 0542> 54 一 2601 
名 古屋 支店 華 460 名 占 情 市 中 区 栄 3ー27 一 18 志 語 052> 261 一 3271 
京都 支店 華 604 京 作 市 中京 区 上 上 本 骨 大 大 町 ドル 西側 間 話 075> 811 一 3151 
大 阪 支店 華 542 大 阪 市 区 心音 橋 箇 1ー 1 電話 06> 252 一 5321 


広島 支店 〒730』、 詞 市 表明 4 一 2 7 話 0822> 41 一 9236 
高松 支店 〒760 高 快 市 太 明 1 ーー 1 一 5 字 語 0878: 51-7341 


福岡 支店 華 812 令 剛 市 寺 独 4 統 多 駅 前 2 一 20 一 1 志 語 092: 431- 6561 
熊本 支店 華 860 成 本 市 直也 人 本 朋 8 一 1 諾 ビル 内 志 話 "0963> 55 - 7151 
沖縄 出張 所 華 900 此 前 市 洒 3 一 1 2 店 0988: 68 一 4511 


か こと ゃ へ と で で こと の と や て てる や て も も そこ やこ て や ここ で ここ や ここ こい こっ ーー ント な て で る と で もこ で る と で や こす る とのこ で る と て る で も こそ る と て で で と て る てこ て も て て や や て る て 


ここ ネー そこ で スー て スー て セー て ミー ミト て し で - ミ ーー 


つや の で で の ひさ の うい 


の プラ ザー 製品 に つい その ご 意見 、 ご 本 呈 が ご ざい まし た ら 、 ご 購入 の 了 販売 店 


又は 上 上記 支店 へ ご 述 絡 下さ い . 


ププ 
〒 467 名 訓 尿 市 映 林 己 HL 季 9 35 
1 


TEL 代 友 <0525 824 一 251 1 


